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葉ボタンのハウス栽培

 農業で生計を立てる大きな目標を抱き、 2007年にサ
ラリーマンを辞め親元就農し、水稲と施設園芸（いち
ご栽培）を開始。

 現在の経営規模は、水稲約10ha、大豆約２ha、ビ
ニールハウス7棟（約30a）で水稲育苗及び葉ボタン
（４棟）・フリージア（３棟）、露地野菜約２haでブ
ロッコリーを栽培。

 主な労働力は、夫婦２名。花卉の出荷時期にパート従
業員１名を雇用。

 知人のパティシエに頼まれ、就農当初は７棟のビ
ニールハウスを建てて、ケーキ用のいちご栽培を開
始したが、水稲育苗の依頼があり、一部のハウスで
育苗を始めたところ、地域の中小規模農家からの依
頼が年々増加したことから、全てのハウスを水稲育
苗に転換した。

 水稲育苗期以外は、葉ボタンとフリージアを栽培す
るとともに、フリージアの球根の養成、葉ボタンと
ブロッコリーの苗作りも自家で行うことで、コスト
削減につながり、所得はいちご栽培を上回った。

 水稲育苗は、地域の小規模農家からの受託であり、地
域農業を維持するため、依頼は可能な限り受託したい。

 10年後には、利益に拘らずに地域貢献に尽力したいと
考えており、その頃には、自らの経営が自立し安定し
た状態になっていたい。


